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都 市 化 ･効 率 化 な ど を 先 取 り し た 今 日 的 暮 ら し ｡ こ う し た 中 ､ い ま ス ロ ー ラ イ フ 等 の 名の
下 に ､ 真 の 心 の 豊 か さ を 求 め よ う と す る 動 き が 見 ら れ て い る ｡
そ の 問 題 解 決 へ の 糸 口 と し て ､ 地 域 に 根 差 し た 先 人 の 知 恵 や 文 化 ､ 気 候 風 土 に 裏打ちされ
た 自 然 界 の 営 み と そ の 恩 恵 な ど を 再 考 す べ き こ と が 挙 げ ら れ る ｡
こ こ で は ､ ト キ の 島 ､佐 渡 島 を 例 と し て ､ 当 地 に 緑 の あ る お 二 人 に ､佐 渡の風土､文化､そ
し て 建 築 に つ い て 語 っ て も ら っ た ｡ 編集部
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野生のトキ舞う目
地濃◇東京を主軸とした都市開発｡
そのシンボル的ビル群｡こうした都
市環境の対極に映し出されるのは地
方に根付く風土や文化のように思い
ます｡
その一つとして､いまトキの島･佐
渡島が注目されているわけですが｡
滝山◇その根幹は､自然環境保護と
いう側面からでしょう｡
つまり､ トキが舞う佐渡を島民や
県民が目指し､野生復帰の普及啓発
や生息環境の再生に取 り組んでいる
からだと思います｡
地濃◇ トキは国際保護鳥で､ トキの
歴史は古いと聞いていますが｡
滝山◇明治の初め頃､ トキは日本各
地で見られたと言われ､佐渡にも多
く生息していたようです｡それが日
に日に消えて､最後に佐渡の トキが
残った｡
昭和56年に野生 トキ5羽を捕獲
IL､佐渡 トキ保護センターの建設｡の
ちに中国との協働による人工増殖な
･どを経て､いま保護センターでは80
羽のトキが飼育されています｡
そして平成27年頃には､野生復帰
したトキがこの地を羽ばたくことを
目標としているようですよ｡
地濃◇ トキは､水田で ドジョウやカ
エルを食べる訳ですから､復帰への
期待は生息環境の整備でもあり､そ
iuまトキに限らず人間にも有益なこ
とと言えますja｡
こうした取 り組みを考えると佐渡
島は､環境保全や環境回復のできる
唯一の地域でもある訳ですね｡
滝山◇その通りだと思います｡言わ
ば､人と自然とが共生できる社会の
構築｡それを目指す取 り組みでもあ
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ゆったりとした時間の流れ､自然との共生
るのです｡
地濃◇時間は都会と同じように過ぎ
去ったとしても､佐渡島特有なゆっ
たりとした時間の流れ｡都会とは
違って､人と豊かな自然がうまく共
生している｡
こうした背景には､島という特殊
性があるからだと思いますよ｡
滝山◇特殊性ですか｡
地濃◇いまの時代は､東京一局の時
勢ですから､陸続きの地域では､東京
からの仕掛けが容易に伝わりやす
く､都市化の名の下に即座に環境も
変わり､文化や風土も色あせて､東京
的暮らしに置き換えられているのが
現状でしょう｡
その点､佐渡島は海の存在により
東京や新潟から隔てられ､独自の風
土 ･文化が脈々と生き続けているの
ではないでしょうか｡
滝山◇確かにそうですね｡
地濃◇それが佐渡の風土と文化の土
壌と言えると思いますよ｡
際立つ豊かな景観
滝山◇佐渡島は新潟の西35kmに位置
し､南北約59knl､最大幅33km､面積
約855kni｡
日本海に浮かぶ最大の島｡
島は周囲約278kmもの海岸線を有
し､北の大佐涯山脈と南の/｣､佐渡山
脈が平行し､それに挟まれた国中平
野｡人口約7万人の-島-市です｡
この島には､豊かな自然､歴史を刻
んできた建物や史跡､集落に根付く
芸能や祭り､そして豊富な食材など
宝物が沢山あります｡
地濃◇まさに､宝の島ですね｡
そこでまず､豊かな自然について
取り上げてみると､筆頭には北の海
に突出する亀形の標高167mの大岩
塊･大野亀が挙げられるでしょうね｡
その付近一帯に咲き乱れるトビシ
マカンゾウの大群落は見事ですよ
ね｡
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残雪映える佐渡島
大野亀の トビシマカンゾウ大群落
滝山◇ トビシマカンゾウは一株に3
-4個の花を咲かせるそうです｡大
野亀には35万株生えていると言わ
れています｡
地濃◇掛け算すると百万本のカンゾ
ウの花になりますね｡
｢百万本のバラの花をあなたに｣と
いう歌もありますが､大野亀の広大
な地に咲きほころぶ トビシマカンゾ
ウの群生の見事さは際立ち､自然の
54
落日の風光､七浦海岸
恩恵に感動ですよね｡
滝山◇ トビシマカンゾウのことを地
元ではヨーラメと呼ぶようです｡
ヨーは魚､ラメは卵｡したがって､
この花が咲けば海は活きかえり､魚
は生きかえるという意味になりま
す｡
地濃◇花の咲き具合を見ての漁業｡
島に生きる先人の知恵が垣間見られ
ますね｡
ところで､278knlもの海岸線を有し､
日本海の荒海に浮かぶ島だけに景勝
地も沢山ありますia｡
滝山◇代表する景観の一つとして､
七浦海岸が挙げられます｡
そこは典型的な隆起海岸で､夕日
の美 しきを眺めることができます
よ｡
地濃◇日本海を金色に染めて水平線
に沈む太陽の風光は､まさに光の路
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で光のステージなのでしょうねo
滝山◇こうした豊かな自然や四季の
彩りは､島の至るところに見ること
ができます｡
数々の歴史的建造物
地溝◇歴史と文化において､佐渡は
奈良時代から都の文化の影響を受
け､そjtが集積した島ですよね｡
滝山◇それにはまず､国分寺の建立
や国府の設置など佐渡一国としての
地位を築いてきたことが挙げられま
す｡
また､1601年に佐渡金山が発見さ
れ､江戸時代は幕府直轄領であった
こと｡そして､北前船に代表される海
上の交易ルー トの発達など｡
こうした古い歴史や多彩な文化が
いまに継承されているのです｡
地濃◇まず建築的な視点から､寺社
建造物について話を進めたいのです
が｡
滝山◇島内には､国分寺(764年建
立)跡の国重要文化財はじめ､数え切
れないほどの寺社が沢山あります｡
その一つ､蓮華峰寺(れんげふじ)
は806年､空海上人の開基で､皇城､
京都の鬼門に当たるとして鎮護のた
めに建立されました｡比叡山にな
らって小比叡山の山号をもっていま
す｡
地濃◇佐渡-の境内と建物群は広壮
雄大ですね｡
とりわけ金堂は室町時代の建物で
国の重要文化財とか｡
滝山◇そうです｡寺社建造物として
は県下最古のもののようです｡
そして妙宣寺(みょうせんじ)の五
重塔も｡
この塔は県下唯-の五重塔で､匡I
の重要文化財です｡
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大同年間の創建と伝えられる小比叡(こひえい)神社
風雨に耐える県下唯一の五重塔
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廻船主の主家 (公開民家 ･清九郎家)
匠の親子2代が30年かけて､1825
年頃完成させたと伝えられていま
す｡
地濃◇日光の五重塔を摸 したようで
すね｡均整がとれ全体の姿も美 しい｡
特に軒の出も長く､また桧の密実
那 (赤大部分)を用材に しています
da.
こうしたキメ細かさがあったから
こそ､長年の風雨に耐え忍んで､現存
しているのでしょう｡
滝山◇匠の知恵や技に感心させられ
ますね｡
地濃◇島内には､神社仏閣に見る彫
刻群 も立派なものが多 くあ ります
ね｡
滝山◇その一つとして､牛尾神社(う
しおじんじゃ･792年創建､明治32年
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小路が海へ向かう宿根木集落
再建)の拝殿が挙げられると思いま
す｡
この拝殿は三方唐破風造の高度な
建築様式で､その彫刻群は越後と佐
渡の匠たちが1902年から5年かけ
て仕上げたと伝えられています｡
地濃◇匠による力作｡誇れるもので
すよね｡
ところで､島内いずれの神社境内
には､樹齢数百年の杉が建物を優し
く包み込んでいますね｡風雨から寺
社を護 りまた､木々の緑に建物が違
和感なく溶け込んでいる｡
こうした自然との共生は､近代建
築やまちづ くりに生かすべき事柄の
ように思います｡
滝山◇自然に融け合う建築群と言え
ば､宿根木(しゅくねぎ)の町並みも
挙げられるでしょう｡
この集落は､1991年国の重要rf務
的建造物群保存地区に指定されまし
た｡
地濃◇江戸時代の末期､千石船ケ 在
来する廻船の港として繁栄し､舶天
工の里の町でもあった訳ですね｡
滝山◇そうです｡宿根木は造船基地
で､船大工をはじめ造船技術者が集
まって生活していたようです｡
そのことから､船の形を摸 した家
や外壁に船板や船クギをつかった亨
などが多 く､当時の面影をいまに=･芸1.
しています｡
地濃◇小川が流れる約 1ヘクタール
の集落に一歩足を踏み入れると､狭
い石畳の路地は幅2mにも満たない
狭さ｡
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その上､風合いが､なんとも言えな
い｡独特の暖かみを感じますね｡
このように優れた景観や､捨てよ
うとも捨て切れない文化の重みに､
学ぶべきことが多くあります｡
滝山◇忘れかけていた集落の機能や
まちづ くりの良きお手本になるで
しょう｡
30を超す能舞台
地濃◇芸能文化について､話を進め
ましょう｡
滝山◇芸能文化と言えば､多種多彩｡
例えば鬼太鼓や文弥人形芝居｡そ
れに民謡などが挙げられますが､代
表されるのは能でしょうね｡
そもそも佐渡の能が栄えたのは､
能の大成者である世阿弥が1434年
に佐渡に流されてきたことに起因す
るという説と､徳川将軍の領地と
なった佐渡に､初代奉行の大久保長
安(1604年来島)が能楽師の出身で
あったことによるという説がありま
す｡
地濃◇佐渡の能舞台は､かつて200
を超えて島内に存在していたようで
すね｡
滝山◇歴代佐渡奉行の庇護もあり､
神社祭礼に能が奉納されたといいま
す｡
地濃◇なるほど｡能が庶民の手に
よって､島のすみずみまで村々の鎮
守の祭りの場へと広がっていった訳
ですね｡つまり､佐渡の能は庶民化し
た｢おらが舞台｣とも言えそうです｡
滝山◇現在でも全島で30を超すほ
どの能舞台が残り､薪能が催されて
います｡
地濃◇島の中央平野部にこれほどの
数が｡驚くべき密度ですね｡
滝山◇能舞台としては日本一でしょ
う｡
地濃◇ところで､能舞台の造りはど
うでしょう｡
滝山◇当然のことながら､村民や町
民の手で造らjtてきたようです｡つ
まり､自分の家を建てるのと同じよ
うな気分で｡
地濃◇具体的には｡
滝山◇本来の能舞台は総桧造りです｡
それがアスナロや松､杉を使い､舞台
の大きさもやや小さめ｡しかも､地謡
座(じうたいざ)や橋掛りのない舞台
さえあります｡
また船底型の天井をあえて板で覆
うといったものなどさまざまです｡
地濃◇佐渡の人たちが能を我が物と
してきた自信とアイデアが垣間見ら
れて興味深いですね｡
滝山◇こうした歴史的な能舞台は､
建築的に見る価値はあると思いま
す｡
地濃◇先般､大勝神社(だいぜんじん
じゃ)の能舞台を見る機会がありま
した｡
江戸時代に建てられたそのままの
姿のようですia｡
鏡板の松と均整のとれた茅葺き屋
根の絶妙な色調に感動を覚えました｡
滝山◇皆それぞれに個性ある舞台造
りです｡なかでも明治中期に建てら
れた本間家能舞台は､床下に音響効
果のための瓶が埋められています｡
地濃◇感心させられますね｡
ところで､やや横にそれた話にな
りますが､｢舞い上がる｣という言葉
を私たちはよく使いますね｡
これは能の演目｢羽衣｣に由来して
いるのではと､思うのです｡
滝山◇なぜですか｡
地濃◇羽衣のあらすじから想像して
みて下さい｡
優美な舞を舞う天女が､天井に帰
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｢官
る時間になったので､衣をまとい､大
空の霞みにまざれてはるか天の空へ
と舞い上がっていく｡
滝山◇なるほど｡
さてこの夏このことでしたが､瀬
戸内寂聴先生が世阿弥をたどる旅と
して佐渡島に来られ､能について見
聞きjLていったようです｡
地濃◇世阿弥についての小説を執筆
中のようですよ｡
滝山◇大作としての出版が楽 しみで
すね｡
重要な意味を持つ島
地濃◇ トキの島の風土･建築･文化の
-コマを語 り合ってきたわけです
が､この地に生まれ育った滝山さん
は､佐渡からの発信という視点から､
どのように捉えていますか｡
滝山◇一口に言えば､佐渡は豊かな
自然と人情です｡
地濃◇子供の頃から豊かな自然と共
生し､祭 りや伝統文化継承の下で人
と人とが出会い､助け合う｡そうした
ことが自然観や人情の豊かさを培っ
たのでしょうね｡
滝山◇その通 りです｡それは私の宝
物になりました｡
今も島内各地の子どもたちが､汗
58
や涙して､能や鬼太鼓に挑戦してい
ます｡
地濃◇継承することで､ふるさとを
愛する心が芽生える｡まさにふるさ
とづくりの根幹ですia｡
滝山◇いまそのことが子どもたちに
はわからないかも知れませんが､の
ちに地域の宝､佐渡の宝､自分の宝と
なるに違いないと思います｡
地濃◇素晴らしいことですね｡とこ
ろで､いま地球上の自然環境は病み､
世界の人々の心も病んでいます｡
こうしたことを思うと､自然環境
保護や人情の豊かさを佐渡島から学
んで欲 しいような気もしますが｡
滝山◇それにはまず､佐渡島に足を
運んでもらうことだと思います｡
地元の祭りを始め､年間を通して
各種のイベントが催されています｡
また､佐渡金山(400年の歴史と江
戸時代の驚異的な生産技術)の辻竿
遺産への取 り組みもありますし｡
地濃◇｢百聞は一見にしかず｣ですか
らね｡
大切なことは､内なる目と外寺,I,
日が必要のように思います｡
平たく言えば､佐渡の魅力を責r5.1
する外からの視点と､ガイドブ､-
に載らない佐渡の良さを知る地元,.T･
人の視点｡
この2つの視点がうまく向き合,i_
ば､佐渡島の宝物は一段と輝きを増
すように思うのです｡
ともあれ､歴史的風景が展開す三
佐渡島は､自然環境 ･伝統文化･心の
豊かさ･まちづくりや建築作法など
の面から､重要な意味を持つ島であ
ると結論されます｡
(写真提供 :地濃茂雄氏 ･竹谷正純氏)
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